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心理⒪ἲሙ㠃における࣓࢖ージయ㦂をႏ㉳・ಁ進する

セラࣆスࢺのࣟࣉ࢔ーࢳᡭἲの検討 
 
Ọ⏣ ዉὠᏘ おⲔのỈዪ子大学大学院 ே間文化๰ᡂ⛉学研✲⛉ 

 
要約 

本研✲の┠的は㸪࣓࢖ージを⏝いた心理⒪ἲにおけるセラࣆスࢺのႏ㉳ᡭἲを᫂らかにすることであった。

心的外യ⤒㦂をᢪえたࢡラ࢚࢖ンࢺにᑐして行ったࠕ✵の᳔子のᑐヰࠖの㠃᥋記㘓をᑐ㇟として㸪ࠕ㉁的ࢥ

ーࢻ化 （ࠖCoffey & Atkinson,1996）のᢏἲを⏝いてセラࣆスࢺの࣓࢖ージయ㦂のႏ㉳ᡭἲのうち発ヰにつ

いて特ᚩのศ㢮・㢮ᆺ化を行った。2 つのࣟࣉセスẁ㝵ࠕႏ㉳ẁ㝵 ႏ㉳ẁࠕ表⌧ẁ㝵ࠖに╔║した⤖ᯝ㸪ࠕࠖ

㝵ࠖでは主に一ே⛠ど点・୕ே⛠ど点を使った教♧によってどぬീが再⌧され㸪ࠕ表⌧ẁ㝵ࠖで࣓࢖ージ上

のே≀を═めたうえでᥥ෗を求め㸪ḧ求表ฟを行うという一㐃のὶれが観ᐹされた。さらにḧ求表ฟの相ᡭ

についてࠕ重要な他者 重要な他者ࠖではᢚไしてきたឤ᝟をฟしษるこࠕ当時の自ศࠖでẚ㍑した⤖ᯝ㸪ࠕࠖ

とを┠ᶆとした㐣⛬の支援に重きが置かれていたが㸪ࠕ当時の自ศࠖでは心的外യ⤒㦂時の自㌟の࣓࢖ージ

が͆大୔ኵ͇とᛮえるような方ἲについてὝᐹをಁし㸪͆ 理ゎしてあげる͇ことを୰心とした援助のࣟーࣝ

 。が観ᐹされたࡳ⤌と導くᯟ࡬ーリー化ࢺをᒎ㛤することで記᠈のព࿡࡙けがኚ化するよう再ス࢖レࣉ

 

キーワード㸸࣓࢖ージయ㦂㸪一ே⛠ど点・୕ே⛠ど点㸪✵の᳔子のᑐヰ㸪記᠈᝿㉳ 

  

I 問題と目的 

ージとは͆心にᛮいᾋかべたീ͇であり㸪࣓࢖

多くの心理⒪ἲにおいて重要な役๭を担い㸪ᢏἲ

య⣔の一部をᵓᡂしている。ᡃࠎは௒⌧在యឤし

ている⌧実ሙ㠃を▱ぬすることができるが㸪㐣ཤ

⤒㦂や✵᝿についてはできࡎ㸪記᠈᝿㉳をጞめと

した࣓࢖ージを፹௓する方ἲによって行うのࡳで

ある。こうした࣓࢖ージを฼⏝した心理⒪ἲにお

いて㸪セラࣆスࢺはそのሙにはᏑ在しないேの容

ㇺや᝟ᬒについて㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺがどぬീを再⌧

できるようാきかけ㏣య㦂をಁす。 
ージが心理⒪ἲにおいて活⏝される理由は㸪࣓࢖

大ูすると 2 つ考えられる。1 つは㸪࣓࢖ージの

共㉳性である。࣓࢖ージが形ᡂされるとどぬだけ

でなく⫈ぬやゐぬといった多くのឤぬࣔࢲリࢸィ

が㈿活されることが♧されており（Betts, 1909; 
Sheehan, 1967; ⳻㇂㸪2001; ᯇᒸ㸪2005）㸪さら

に本ᒣら（2008）では㸪࣓࢖ージ形ᡂ時にはどぬ

᝟ሗと共にឤ᝟᝟ሗもႏ㉳されることが☜認され

ている。セラࣆスࢺは㸪セラࣆー内でこのように

ージによって㈿活されたឤぬやឤ᝟にゐれる࣓࢖

ことでሙ㠃のᒎ㛤を助け㸪㠃᥋を῝化に導くこと

ができる。 
もう1つは㸪ᢅう࣓࢖ージが͆㐣ཤのയつき͇

のሙྜでの㸪心的外യ記᠈のᨵኚのྍ⬟性である。

Nadel & Moscovitch（1997）の記᠈の再ᅛ定理

論では͆㐣ཤの記᠈はฟ来事の᏶඲な記㘓ではな

く᝿㉳の度に修ṇされ㸪ࢹࣉࢵ࢔ーࢺが㉳こる͇
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として記᠈のኚ容がྍ⬟であると♧၀されている。

Lane et al.（2015）は㸪この再ᅛ定化理論を⏝い

て͆心理⒪ἲは㸪㐣ཤのയつき・ࢺラ࣐࢘の記᠈

とそれと関ࢃるឤ᝟をႏ㉳して㸪セラࣆスࢺとの

間に㉳こる新たなᑐே関係のయ㦂を記᠈⑞㊧に้

再ᅛ定化によって἞⒪的にᶵ⬟する͇と言ࡴ㎸ࡳ

ཬしており㸪㐣ཤの記᠈࣓࢖ージを㠃᥋ሙ㠃でႏ

㉳することの有ຠ性が主ᙇされている。 
ここで㸪㐣ཤの心的外യ⤒㦂にᑐして㸪࣓࢖ー

ジのᙳ㡪力を⏝いた代表的な㠃᥋ᢏἲの 1 つに

の᳔子のᑐヰ✵ࠕ がࠖある。ࠕ✵の᳔子のᑐヰ でࠖ

は㸪セラࣆー内で心理的ⴱ⸨のཎᅉとなった重要

な他者の姿を᝿ീしてもらい㸪㐣ཤに表⌧するこ

とができࡎにいたḧ求や‶たされなかったẼᣢち

にࢡラ࢚࢖ンࢺ自㌟がẼ࡙き㸪その他者にᑐして

༑ศに表⌧することで㸪そのయ㦂を᏶஢さࡏ心的

外യ⤒㦂の᰿本的なゎỴがฟ来るとした（Perls 
et al.,1951）。࢚ ࣔーࢩョン・フ࢛ーカスࢺセラࣆ

ー（以ୗEFTと␎記）では㸪ࠕ✵の᳔子のᑐヰࠖ

のᡭἲにおけるࣟࣉセスをලయ化しており㸪㐣ཤ

を再య㦂する㐣⛬を͆ ႏ㉳ẁ㝵 㸪͇⥆いて㸪࣓࢖ー

ジ上の重要な他者にᑐしてឤ᝟と‶たされなかっ

たḧ求を表ฟする㐣⛬を͆表⌧ẁ㝵͇とし㸪これ

らのフ࢙ーࢬによって重要なዎᶵが୚えられると

㏙べている（Greenberg et al., 1993）。 
 一方㸪࣓࢖ージయ㦂㐣⛬において㸪࣓࢖ージが

ᾋかࡤない≧ែからどぬീが⤖ࡤれる㐣⛬の௓ධ

のᯟ⤌ࡳについてはよりヲ⣽に᫂らかにする必要

がある。㐣ཤのฟ来事をᛮいᾋかべる㝿のࣟࣉセ

スに関ࢃる重要な▱見として㸪᝿㉳ど点のᴫᛕが

ある（Nigro & Neisser㸪1983）。記᠈を᝿㉳する

㝿のど点には2つあり㸪自ศの表᝟や඲యീが見

えていて͆య㦂時とは␗なる࢔ンࣝࢢからの᝟ᬒ

ᥥ෗を求める͇୕ே⛠のど点と͆そのฟ来事を⤒

㦂した当時と同ᵝにあたかもそのሙにいて࣓࢖ー

ジの୰でయ㦂しているような͇一ே⛠のど点であ

る。➟஭（1989）は㸪࣓࢖ージ⒪ἲによる἞⒪⤒

㐣において㸪ᝈ者の࣓࢖ージయ㦂が当ึは༢なる

⥺⏬のような࣓࢖ージで当ேにはఱのព࿡もឤࡌ

られないものから㸪次➨にఱらかの≧ἣの࣓࢖ー

ジをᐈ観的に観ᐹ者としてయ㦂するものとなり㸪

さらには自ศ自㌟のものとして実ឤをともなった

య㦂࡬とኚ化していくことがしࡤしࡤ観ᐹされる

と㏙べており㸪⏣ᔲ（1987）はᡂຌした࣓࢖ージ

⒪ἲの㐣⛬のἲ๎的ኚ化を♧し㸪࣓͆࢖ージのయ㦂

的㊥㞳͇によってయ㦂の῝まりとともにど点が⛣

行していくことを指᦬している。一ே⛠ど点は主

観的で➽ឤぬをጞめとする඲ឤぬをకい㸪かつឤ

᝟をྵࢇだໟᣓ的など点であるのにᑐし㸪୕ே⛠

ど点は観ᐹ者としてのどぬのࡳでᵓᡂされる࣓࢖

ージであるため㸪最⤊的にࢡラ࢚࢖ンࢺが再య㦂

としてἐධ≧ែに⮳るためには一ே⛠ど点に⛣行

することがᮃまれる。ణし㸪୧者はともに࣓࢖ー

ジႏ㉳の教♧に⏝いることができるとされ㸪ᒾ

⏣・長㇂ᕝ（1986）は㸪2つのど点࣓࢖ージを同

時または㸪⥅時的に⤌ࡏࢃྜࡳる࣓࢖ージᢏἲに

より㸪より☜実な࣓࢖ージࢺレーࢽンࢢのຠᯝが

得られるとの考えを♧している。 
心理臨床の⌧ሙにおいて㐣ཤのゎỴされないま

まの心的外യ⤒㦂にⱞしࢡࡴラ࢚࢖ンࢺにฟ఍う

ことはᑡなくなく㸪援助を行ううえで࣓࢖ージ⒪

ἲの௓ධ指㔪を᫂☜化することは重要である。͆記

᠈の再య㦂͇や͆㈿活された࣓࢖ージをಖᣢし᧯

సすること͇は࣓࢖ージ⒪ἲのᯟを㉺えてỗ⏝性

が㧗く㸪㏻ᖖの心理㠃᥋にも㦵子となり得る。 

そこで㸪本論では心的外യ⤒㦂にᑐする㠃᥋ᢏ

ἲの1つのࠕ✵の᳔子のᑐヰ にࠖついてGreenberg
（1993）で♧されている▱見をཧ考に㸪実㝿の心

理⒪ἲሙ㠃においてࢡラ࢚࢖ンࢺの㩭᫂な࣓࢖ー

ジయ㦂のႏ㉳にᐤ୚するセラࣆスࢺのࣟࣉ࢔ーࢳ

ᡭἲを᫂らかにすることを┠的とする。ලయ的に

は࣓࢖ージయ㦂のႏ㉳ᡭἲのうち発ヰについて特

ᚩの㢮ᆺ化を行いࠕႏ㉳ẁ㝵 表⌧ẁ㝵ࠕࠖ にࠖつい

て௓ධの指㔪としてᥦ♧することとする。さらに

重要な他ࠕの᳔子のᑐヰࠖのḧ求表ฟ相ᡭは✵ࠕ

者ࠖと定⩏されるが㸪予備ㄪᰝでࠕ当時の自ศࠖ
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を題ᮦとした例も観ᐹされたため㸪本論では心的

外യ⤒㦂にᑐする࣓࢖ージを使った἞⒪ἲの1つ

で⿕ᐖయ㦂当時の自㌟に援助を行うことで再スࢺ

ーリー化を┠指すImagery Rescripting（以ୗIRS
と␎記）をཧ↷ᯟとして⏝い㸪ḧ求表ฟの相ᡭが

重要な他者ࠖの2᮲件ではどࠕ当時の自ศࠖとࠕ

のような㐪いがあるのかもྜࡏࢃて検討すること

とする。IRSは認▱行動⒪ἲをᇶ┙とした⢭⚄⒪

ἲであり㸪➨1フ࢙ーࢬでは心的外യయ㦂を⿕ᐖ

当時の自㌟のど点で㸪➨2フ࢙ーࢬでは⌧在の自

ศからㄒり㸪➨3フ࢙ーࢬでは再度当時の自ศに

ᡠし㸪当時在るべきだった援助方ἲをヰしྜい㸪

実㝿にࣟーࣝࣉレ࢖を行うᢏἲである（Arntz et 
al., 2013）。なお㸪記᠈᝿㉳にᅔ㞴があるሙྜ自㌟

を援助してくれる者やキࣕラࢡター➼をⓏሙさࡏ

るࣘࢽーࢡな特ᚩをᣢつ。ࠕ✵の᳔子のᑐヰ にࠖᑐ

ᛂするど点の㌿᥮や࣓࢖ージయ㦂を重どする性㉁

を加࿡し㸪௒ᅇẚ㍑することで実相をᤊえること

に繋がるのではないかと考える。 

 

Ⅱ ᪉ἲ 

1．ศᯒᑐ㇟ 

40 代の⏨性セラࣆスࢺ 1 名が心的外യ⤒㦂を

ᢪえたࢡラ࢚࢖ンࢺにᑐして行ったಶே心理⒪ἲ

の7つのሙ㠃のᫎീ記㘓をศᯒᑐ㇟とする。表1 
はศᯒᑐ㇟者のᴫ要であり㸪すべての事例は大学

内心理相談センターにて行ࢃれていたᡂேのಶே

心理⒪ἲ㠃᥋で㸪࣓࢖ージを፹యとした自ᕫ表⌧

が行ࢃれた事例である。 

 

表１．ศᯒᑐ㇟者の概要 

2．ศᯒᡭ⥆き 

本研✲では㸪ま࣓࢖ࡎージを฼⏝した心理⒪ἲ

ሙ㠃のセラࣆスࢺの発ヰを特ᚩによって㢮ᆺ化し㸪

表⌧ẁࠕႏ㉳ẁ㝵ࠖࠕセスẁ㝵ࣟࣉージႏ㉳の࣓࢖

㝵ࠖにおける࣓࢖ージの฼⏝ᡭἲについてᕪ␗を

検討する。またḧ求の表ฟ相ᡭがࠕ当時の自ศࠖ

 。重要な他者ࠖのᕪ␗についても検討するࠕ

�）セラࣆスࢺの࣓࢖ージ形ᡂႏ㉳ᡭἲの㢮ᆺ化 

セラࣆスࢺのయ㦂ႏ㉳ᡭἲの特ᚩのศ㢮・㢮ᆺ

化を行うためにࠕ㉁的ࢥーࢻ化ࠖ�Coffey & 
Atkinson㸪1996）とそのᡭἲを⏝いた၈⃝（2014）
の研✲をཧ↷した。㉁的ࢥーࢻ化のᢏἲは㸪ࢹー

タに༶したศᯒカࢦࢸリを生ᡂする㉁的ศᯒἲの

1 つであり㸪あらかࡌめタ定されたᯟ⤌ࡳではな

く㸪ࢹータそのものからカࢦࢸリを生ᡂしศᯒに

⏝いる。まࡎ㸪事例記㘓の୰から࣓࢖ージを⏝い

たయ㦂のႏ㉳が行ࢃれ㸪実㝿にセラࣆスࢺの発ヰ

に⥆いて㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺのᾦがὶฟしているሙ㠃

にヱ当する⟠ᡤをすべてᢤきฟし㸪㏲ㄒ記㘓をస

ᡂする。その後సᡂした㏲ㄒ記㘓をその内容・特

ᚩにᛂࡌて記㏙を༊ศし㸪そこに㐺ᐅラ࣋ࣝをつ

けてࢥーࢻ化を行う。次に㸪それらのラ࣋ࣝを௜

した記㏙間のẚ㍑を⧞り返し行い㸪ྛࠎの記㏙の

㢮ఝ性とᕪ␗から㸪ྛࠎのラ࣋ࣝを整理し⤫ྜす

るカࢦࢸリを生ᡂする。生ᡂされたカࢦࢸリは再

びㄒりのࢹータと↷ྜされ㸪修ṇを加えることで

⢭⦓化さࡏる。このような㐣⛬を⤒てカࢦࢸリ表

をసᡂし㸪୰カࢦࢸリから上఩カࢦࢸリᴫᛕཬび

ୗ఩カࢦࢸリを生ᡂする。次に表を⏝いて㸪ྛ事

例のセラࣆスࢺの࣓࢖ージయ㦂のႏ㉳ᡭἲにᑐし

て㸪ᇶ本的には�文ごとにձ表のどの上఩ᴫᛕや

クライエント名 性別 年齢 教育歴 同居家族 主訴 分析対象場面 対話の相手

A 女 40代 大卒 配偶者・子 うつ 学生時代の妊娠および中絶手術 当時の自分

B 女 30代 大卒 父母 双極性障害 家族内で孤立していた場面 当時の自分

C 女 30代 大卒 配偶者・子 統合失調症 母の虐待場面 当時の自分

①教員に叱責された場面 当時の自分

②同上 重要な他者

①自殺した母に対する想い 重要な他者

②押入れで借金取りから兄と2人
で逃れた場面

重要な他者

うつ
配偶者に対する不満

D 女 30代 大卒 配偶者・子
うつ
社交不安性障害
（幼少期に場面緘黙）

E 女 30代 専門学校卒 配偶者・子
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ୗ఩ᴫᛕが生ࡌているのか㸪ղこれらのᴫᛕの 

生㉳㡰ᗎにはどのようなパターンがあるのか㸪と

いう２つのど点からศᯒし㸪その特ᚩによって発

ヰの㢮ᆺ化を行う。また㸪㢮ᆺ化のጇ当性をྫྷ࿡

するために㸪修士課⛬の学生1名にྛ事例のሙ㠃

の要⣙と表をΏし㸪ᫎീ記㘓をど⫈し㸪ྛ事例に

おけるセラࣆスࢺのయ㦂ႏ㉳ᡭἲに関する記㏙が

どのᴫᛕに当てはまるかุ定してもらうこととす

る。 

 

Ⅲ 結ᯝと⪃ᐹ 

 ージႏ㉳のⓎヰの㢮ᆺ化࣓࢖．1

セラࣆスࢺの࣓࢖ージႏ㉳の発ヰの㢮ᆺ化を行

った⤖ᯝ㸪生ᡂされた上఩の大カࢦࢸリ6つの㢮

ᆺが得られた。文୰の࠙ࠚは大カࢦࢸリ㸪ࠟࠠは

୰カࢦࢸリ㸪㸺㸼はセラࣆスࢺの発ヰ㸪ࠕ はࠖࢡラ

ྛ。の発ヰを表すࢺン࢚࢖ 㢮ᆺの特ᚩから࠙ タ定・

☜認࠙ࠚ反ᑕ࠙ࠚ᥎ ࠙ࠚẼᣢち・ឤぬをᑜࡡる࠙ࠚ指

ࠚ࠙♧ ⫯定ࠚと名௜けられ㸪࠙ タ定・☜認ࠚでは 6
ಶ㸪࠙ 反ᑕ 4ಶ㸪࠙ࠚ ᥎  2ಶ㸪࠙ࠚ Ẽᣢち・ឤぬを

ᑜࡡる2ࠚ ಶ㸪࠙ 指♧4ࠚ ಶ㸪࠙ ⫯定ࠚでは 4 ಶの

୰カࢦࢸリがᢳฟされた。表2は㸪大・୰カࢦࢸ

リおよび㸪ྛカࢦࢸリにศ㢮されたセラࣆスࢺの

発ヰの内容例を♧したものである。なお㸪発ヰの

内容例のᥦ♧について㸪セラࣆスࢺおよびࢡラ࢖

࢚ンࢺ཮方の஢ゎを得ているがಶே᝟ሗಖㆤの観

点から本㉁をᦆなࢃない⛬度にᨵኚして記㏙する。 

࠙タ定・☜認ࠚでは㸪ႏ㉳の導ධにおける≧ἣ

のタ定㸪㌶㐨修ṇでの再タ定や௒の時点でᛮいᥥ

いている≧ἣの☜認をするពᅗのもと㸪セラࣆス

࣓࢖が自らのࢺン࢚࢖ラࢡの発ヰをᇶ点としてࢺ

ージを᥈しጞめるようにඛ導する点が特ᚩであっ

た。ࠟᑐヰのྜពを取るࠠはࠕ✵の᳔子のᑐヰࠖ

のᴫ要ㄝ᫂後㸪ྜពを取りࢡラ࢚࢖ンࢺを࣓࢖ー

ジయ㦂࡬と導くものであり㸪ࠟሙ㠃をタ定するࠠ

では͆ẕの෭たさ͇などあるഃ㠃について₍↛と

ㄒるࢡラ࢚࢖ンࢺにᑐし㸪ලయ的な1つの࢚ࢯࣆ

ーࢻሙ㠃のタ定をಁしឤ᝟య㦂࡬の観ධをㄏ導す

ることや㸪文⬦のὶれから͆ᢲධれ͇などの༳㇟

的なሙᡤを指定しタ࢖ムスリࣉࢵするかのように

㐣ཤのあるᆅ点࡬導く㝿に有⏝だった。ࠟ年㱋を

タ定するࠠは㸪当時の本ேや重要な他者の年㱋を

定めることによって㸪௒のࢡラ࢚࢖ンࢺの立ሙか

らⓏሙே≀の心᝟や≧ἣの理ゎをಁ進し㸪ẚ㍑検

討やࢡラ࢚࢖ンࢺ自㌟のឤ᝟をᙉめることにᶵ⬟

していた。ࠟᑐヰのྜពを取るࠠࠟሙ㠃をタ定す

るࠠࠟ年㱋をタ定するࠠはࢡラ࢚࢖ンࢺとの間で

᫂♧的に定められることもあったが㯲♧的に特ẁ

言ཬࡎࡏ㐣⛬が進行するሙྜもあり㸪᫂♧的、㯲

♧的いࡎれにおいてもႏ㉳のᇶ点は㸪主に2つの

ど点࣓࢖ージであるࠟ୕ே⛠ど点での᝿ീをಁす

ࠠࠟ一ே⛠ど点にษり替えるࠠによる教♧を㍈に

㐣ཤの記᠈࣓࢖ージീの᝿㉳がされていた。ࠟ୕

ே⛠ど点での᝿ീをಁすࠠは㸺その時の自ศの姿

を᝿ീできますか㸽㸼を඾ᆺに当時とは␗なる➨

୕者の立ሙから自ᕫീや᝟ᬒの᝿㉳を求めるもの

で㸪ࠟ一ே⛠ど点にษり替えるࠠは㸪㸺ఱが見え

ますか㸽㸼を඾ᆺに୕ே⛠ど点での࣓࢖ージの⋓

得がᡂຌしたሙྜや㸪᪤に一定の࣓࢖ージを⋓得

している≧ែのࢡラ࢚࢖ンࢺをより῝い主観的య

㦂࡬と導く発言とした。2 つは一方のࡳや同時㸪

もしくは⥅時的に使ࢃれすべての事例で観ᐹされ

た。ࠟ㑅ᢥ⫥を᥎ してᥦ♧するࠠは㸪ࠟ一ே⛠

ど点にษり替えるࠠの直後に⏝いられ㸪当時の自

ศの┠⥺から見えるであࢁう᝟ᬒについて文⬦か

ら᥎ してࢡラ࢚࢖ンࢺに♧すことでႏ㉳を補助

するᶵ⬟をᯝたしていた。 

࠙反ᑕࠚは㸪セラࣆスࢺがࢡラ࢚࢖ンࢺの発言

や内容を理ゎしたことをఏえているのが特ᚩであ

った。主にࠟࢡラ࢚࢖ンࢺの言ⴥをそのまま使う

ࠠとࠟ言い᥮えࠠによって行ࢃれ㸪ࠟࢡラ࢚࢖ン

の言ⴥをそのまま使うࠠは㸪一部省␎しているࢺ

ሙྜもྵめࢡラ࢚࢖ンࢺの言ⴥをᘬ⏝しࢡラ࢚࢖

ンࢺ自ら行うሙ㠃ᒎ㛤のὶれをኚえないように✜

やかに見Ᏺる反ᛂ㸪もしくはὀ┠すべき言ⴥをᘬ

⏝しࢡラ࢚࢖ンࢺとともにὀពを共有することで 
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大カテゴリ 中カテゴリ

対話の合意をとる

場面を設定する

年齢を設定する

三人称視点での想像を促す

一人称視点に切り替える

選択肢を推測して提示する

クライエントの言葉をそのまま使う

言い換え

クライエントの様子を
フィードバックする

一般化した例と比較する

文脈から状況を推測する

文脈から気持ちを推測する

気持ちを尋ねる

感覚を尋ねる

気持ちに注意を向けるよう指示する

感覚に注意を向けるよう指示する

イメージ上の人物と接触を指示

イメージ上の人物の描写を指示

進捗を肯定する

変容に繋がる気持ちを捉え
重要さ強調する

変容に繋がる感覚を捉え
重要さ強調する

自己開示する

肯定

「うん，いいですよ。十分思い出してくれましたよね。」（Cさん）

「Dさんね，とっても大切な気持ちですよ。こうやって，その（当時の）自分を見て感じられるこ
と。」（Dさん）

「よくCさんがねその瞬間にね戻って，苦しさが残ってるっていう時に，なんか，すごい大切な
ことに触れてるような感じがするんですよね。」（Cさん）

「うんー…ですね。本当に痛々しいですね。」（D②さん）

気持ち・感覚
を尋ねる

「どうですか。ちょっと笑えたのがよかったのにそんな風に言われて。どう感じたんでしょう。」
（Dさん）

「なんかどんな感覚があって，押し入れから見た…押し入れの世界って，どんな色なんです
か。どんな空気なんですか。」（E②さん）
「今どんなことがEさんの中で，お母さんのその部分と自分のこと考えると見えてたり感じられ
る部分ですか。」（E②さん）

指示

「今その悲しさ感じます？」「感じてもらえますか。注意少し向けてね。」（Dさん）

「少しその場に…その感覚にとどまってもらえます？」（E②さん）
「もしあれだったら。一緒にいて，そのね，今涙がでてくるその感覚，感じたいんですよね。」
「一緒にいる感覚を。一緒にいてあげたいんですよね。一緒にいること感じてもらえます？」
（Dさん)

眺めるよう指示
「少し見てもらえます。そのエプロン着てるお母さん。」（Eさん）
「少し外側からその，１２歳ぐらいの子供って見てもらえますか。うん。今の自分からね。」（E
②さん）
話しかけるよう指示
「今，もしそのね，ワンワン泣いている，夢と麻酔からね，覚めてワーンて泣き出した自分に
一緒にいてあげたらなんて言ってあげたいですか。どうしてあげたいですか。」（Aさん）
「ねー，そんな自分に向かって，Dさん，その気持ちを理解するようなことを，なんか伝えても
らえます？優しい先生になってでもいいですし。」（Dさん）
「話しかけてもらえますか。今出てくる気持ちをそのままね。直接向かって言ってもらえま
す？」（Eさん）
「三者面談じゃないけど，その子と一緒にいて，先生に言ってもらえます？先生，この子のこ
ともっとわかってほしいとか。この子は悪気がないんだとか。はっきりとね。先生に。この子の
せいじゃないんだとか。場面緘黙についてわかってほしいんだとか。」（D②さん）

「どんな自分なんでしょう。」（Aさん）
「どんな表情してるんでしょう。どんな感じなんでしょう。」（Bさん）
「本当に雰囲気を感じてね。どんな雰囲気なんでしょう。そのエプロン着てる姿。」（Eさん）

推測
「それまでは全く妊娠しているって知らなくて，急ーに気持ち悪くなって。」（Aさん）

「でもなんかもう人生…ないようにできるんだったら…。そんな願いもあるぐらい…。」（Aさん）

発話の内容例

設定・確認

「Dさん，１つやってみたいんですよね。何をやってみたいかっていうと，その場面にね，今の
Dさんが入って，その時のDさんの気持ちを分かってあげたいんですよね。理解できる大人に
なってその場面に登場したいんですよね。ちょっと話しかけたいんですよね，その自分にね。
幼稚園の時の自分に。」（Dさん）

「そんな風にお母さんの冷たさとかがすごく感じられる瞬間って思い出されます？なんでもい
いですよ。あります？」「出来事でも瞬間でもいいですよ。」（Cさん）
「押し入れに戻りましょうか」（E②さん）

「Eさんね，もしよかったらそのお兄さん，何歳ぐらいのお兄さんなんでしょうね。」（E②さん）

「当時の自分って，見えます？」（Aさん）
「その今一人ぼっちの自分が見えますか，小さな頃の。」（Bさん）
「さっきのお化粧しているお母さんの顔を見ている自分の姿って想像できます？」（Eさん）

「何が見えるんですか。小さい頃のことね，今そうやって考えてるときに。」（Bさん）

「お母さんがなんか仕事から帰ってきたときの様子とかが見えるんですか。」（Bさん）

反射

（「怖くないよって，心配ないよって教えてあげたい。」）「うん。怖くない。心配ない。」（Bさん）

(「家族の中に誰も守ってくれる人がいないと思ってた。」)「一人ぼっちになってる。」（Bさん）

（号泣するクライエントを見て）「そんなに，ワンワン涙が…泣けてきた。」（Aさん）

「よくしゃべったら，そこら辺の小学校とか走り回って、今の時間遊んでいるような子供。」
「ランドセル背負ってるかどうか分からないけどー，まだ小学校の子供がびくびく震えて怯え
て妹を守っていた。」（E②さん）
「親が子供を軽蔑するんですよね。」（Cさん）

表２�኱カテࢦリ・中カテࢦリの㢮ᆺ，Ⓨヰのෆᐜ౛ 
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共にព࿡を᥈⣴したりࢡラ࢚࢖ンࢺにㄝ᫂を求め 

る反ᛂであるのにᑐし㸪ࠟ言い᥮えࠠはࢡラ࢚࢖

ンࢺのయ㦂に͆ࡨったりと当てはまる͇࣓タファ 

 ーや༳㇟的な言ⴥを使うことや㸪㐣ཤ形でㄒられ

た内容を⌧在形によって表⌧し直すことで㸪㕌㯞

したၥ題ሙ㠃の認▱にఱらかのኚ化を୚え㸪当時

のឤ᝟を生き生きと実ឤをకったものにしていた

点で␗なっていた。ࠟࢡラ࢚࢖ンࢺのᵝ子をフィ

ーࢡࢵࣂࢻするࠠは㸪セラࣆスࢺが観ᐹしたࠕ௒、

ここࠖでのࢡラ࢚࢖ンࢺの㠀言ㄒ的な㌟య的な反

ᛂのᵝ子（ᾦのᵝ子やᡭ㊊の◳直）をఏえること

でẼ࡙き࡬とಁす発言であった。ࠟ一⯡化した例

とẚ㍑するࠠでは㸪࣓࢖ージ上のே≀のある属性

（͆ ᑠ学生 な͇どの♫఍的立ሙやᐙ᪘内での役๭を

表す͆ ẕ や͇͆ 子 ）͇にᛂࡌて一⯡化しẚ㍑する発

言とし㸪Ⓩሙே≀の置かれた⎔ቃの␗ᖖ性や特Ṧ

性をఏえ㸪୙㐝さや生きᘏび೺㜚してきたさまを

ᙉㄪし㝿立てることでࢡラ࢚࢖ンࢺのឤ᝟をᙉめ

ることにᐤ୚していた。 

 ࠙᥎ ࠚでは㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺのㄒりの୰に表れ

ているが᫂言はされていない≧ἣやឤ᝟について㸪

文⬦からの自↛なὶれで᥎ することでセラࣆス

自㌟にࢺン࢚࢖ラࢡの理ゎをఏえるとともに㸪ࢺ

Ẽ࡙きを୚え㸪当時のどぬീやឤ᝟をより実ឤを

కったものにするのが特ᚩであった。ࠟ文⬦から

≧ἣを᥎ するࠠでは㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺのㄒりにあ

る͆ᛴに͇にὀ┠しᛴ⃭なኚ化が㉳きた㝿の๓後

関係を᥎ したり㸪文⬦から≧ែの⫼ᬒやᑐே関

係の≧ែを᥎ することでၥ題ሙ㠃の≧ἣを㸯つ

つ共同సᴗでᗈげていき再ᵓ⠏していた。ࠟ文ࡎ

⬦からẼᣢちを᥎ するࠠは㸪ឤ᝟が表れている

も言ཬされていないሙ㠃でセラࣆスࢺがࢡラ࢚࢖

ンࢺの1つのഃ㠃になりきってឤ᝟を再⌧するこ

とによって㸪当時のឤ᝟をᛮい㉳こすのを助けて

いた。ణし㸪この㝿 Greenberg （1993）の♧す

͆自らのᮇᚅをᢲし௜けることのないように௬

ㄝ͇として␃めている点が特ᚩ的だった。 

࠙Ẽᣢち・ឤぬをᑜࡡるࠚでは㸪๓㏙した࠙᥎

とはᑐ↷的に㸪ㄒりの୰には表れていないឤࠚ 

ぬやẼᣢちについて内容のㄝ᫂を求め㸪㐣ཤの記

。ージの再ᵓᡂとὝᐹをಁす特ᚩがあった࣓࢖᠈

ࠟẼᣢちをᑜࡡるࠠでは㸪心的外യ記᠈の≧ἣが

ᾋかびጞめの࣓͆࢖ージとは㊥㞳がある͇≧ែの

にᑐしては㸪一度⡆༢に⤒⦋をまとࢺン࢚࢖ラࢡ

めたうえで㸺（その時は）どうឤࡌたのでしょう

㸼と⌧在の自ศの立ሙから振り返るようၥいかけ

ることで㸪その≧ἣにకっていたはࡎのẼᣢちの

Ꮡ在にẼ࡙き㈿活さࡏ㸪再ᵓᡂしていくᵝ子が見

られた。一方㸪よりయ㦂㐣⛬が῝まり࣓࢖ージに

ἐධしጞめたሙ㠃では㸪ࡎࢃかな表᝟のኚ化など

をឤࡌ取ったセラࣆスࢺがᮍ自ぬのࢡラ࢚࢖ンࢺ

にᑐし㸪Ẽᣢちの内容のㄝ᫂を求めることで内的

な心の動きにẼ࡙きを୚えてὝᐹをಁしていた。

一方㸪ࠟឤぬをᑜࡡるࠠにおいては㸪ࠟሙ㠃をタ

定するࠠで༳㇟的なሙᡤを定めた後に㸪その᝟ᬒ

の特ᚩについて5ឤぬ（どぬ㸪⫈ぬ㸪࿡ぬ㸪Ⴅぬ㸪

ゐぬ）の୰から関㐃性の㧗いものを㑅ᢥし㸺ᢲし

ධれのୡ⏺ってどࢇなⰍ（どぬ）なࢇですか。ど

㸪ࡡですか。㸼のようにᑜࢇな✵Ẽ（Ⴅぬ）なࢇ

᝟ᬒの࣓࢖ージにឤぬを㈿活さࡏることによって

より実ឤをకう記᠈࣓࢖ージの再ᵓᡂにᐤ୚して

いた。また㸪ࠟẼᣢちをᑜࡡるࠠ同ᵝに࣓࢖ージ

とは㊥㞳がある≧ែのࢡラ࢚࢖ンࢺにᑐして㸺ど

なឤぬなのでしょう㸪そのឤぬ㸼と内容のㄝ᫂ࢇ

を求めることで⤒㦂時のឤぬの㈿活をಁすことや㸪

㠃᥋୰のᡭ指やᜥ㐵いなどの㌟య的なኚ化をᐹ▱

し㸪㸺どࢇなឤぬがありますか㸼を඾ᆺにᑜࡡる

ことで㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺ一ேではẼに␃めることが

なかった自㌟のឤぬ的なኚ化についてẼ࡙き࡬と

導くようᶵ⬟していた。 
࠙指♧ࠚは㸪ある特定の内容について㑅ᢥ的に

↔点࡙けた教♧をすることでより῝い自ᕫ᥈⣴を

ಁすのが特ᚩであった。ࠟẼᣢち・ឤぬにὀពを

向けるよう指♧ࠠでは㸪㐣ཤの記᠈ሙ㠃࡬のἐධ

にకいឤ᝟やឤぬをᣢちጞめたࢡラ࢚࢖ンࢺにᑐ

して㸺そのᝒしࡳ（ឤぬ）にとどまってください。
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㸼を඾ᆺ例とする教♧を行い㸪最大㝈のὀពを向

けるようಁすことで㸪そのឤ᝟やឤぬを༑ศにᡤ

有し心的外യሙ㠃から┠を⫼けࡎに向きྜえるよ

うస⏝していた。さらにࠟឤぬにὀពを向けるよ

う指♧するࠠについては㸪ࠕ表⌧ẁ㝵 にࠖおいてḧ

求表ฟ相ᡭがࠕ当時の自ศࠖのሙྜに㸺一⥴にい

るឤぬをឤࡌてもらえますか㸽㸼を඾ᆺとし㠃᥋

ሙ㠃で援助され他者とつながっているឤぬをឤࡌ

てもらい͆新たなᑐே関係のయ㦂を記᠈⑞㊧に้

࣓࢖ࠟ。ための教♧としてᶵ⬟していた͇ࡴ㎸ࡳ

ージ上のே≀と᥋ゐを指♧ࠠは㸪ࠕ✵の᳔子のᑐ

ヰࠖにおいて最も᰾となる࣓࢖ージ上のே≀につ

いて͆ ═める͇͆ヰしかける͇͆（ᡭや頭に）ゐれる͇

といった一定の᥋ゐをᣢつことを指♧し㸪ࢡラ࢖

࢚ンࢺが再⌧されたே≀࡬のḧ求表ฟの実⌧にᐤ

୚していた。࣓ࠟ࢖ージ上のே≀のᥥ෗を指♧ࠠ

は㸪࠙タ定・☜認 のࠟ୕ே⛠ど点での᝿ീをಁすࠚ

ࠠによってႏ㉳された自ᕫീや࣓ࠟ࢖ージ上のே

≀と᥋ゐを指♧ࠠのうち͆═める͇よう教♧され

たே≀について㸪一定の࣓࢖ージを⋓得した直後

に⏝い㸪その特ᚩを言ⴥにする㇟ᚩ化を求めるこ

とでより㩭᫂などぬീの形ᡂやಖᣢを助けていた。 

࠙⫯定ࠚでは㸪セラࣆスࢺがഐらにいることを

Ẽ࡙かࡏ㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺのሙ㠃ᒎ㛤や姿勢にᩗព

を♧しᑛ重をఏえるのが特ᚩであった。ࠟ進ᤖを

⫯定するࠠでは㸪㸺いいですよ。㸼を඾ᆺとして

ージ形ᡂ࣓࢖を⃭ບする発言とし㸪ࢺン࢚࢖ラࢡ

が進まないなどが㉳ᅉしてセラࣆスࢺにᑐしてࢡ

ラ࢚࢖ンࢺがᜍ⦰する⣲振りを見ࡏたり㸪⟅えに

❓するᒁ㠃で㸪ᑛ重を♧すことでࢡラ࢚࢖ンࢺと

の新たな関係性を⠏き㸪その後に⮑することのな

い⋡直なㄒりをᘬきฟしていた。他に㸪ࠕ表⌧ẁ㝵ࠖ

におけるḧ求表ฟ時では㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺがឤᴟま

り͆௒まで一度も表⌧できていなかったẼᣢち͇

にようやく㏆࡙いていくሙ㠃で⏝いられ㸪ࢡラ࢖

࢚ンࢺの㐣⛬を支援し┠ᶆ฿㐩࡬導く発ヰとして

ᶵ⬟していた。ࠟኚ容に繋がるẼᣢち・ឤぬをᤊ

え重要さをᙉㄪするࠠでは㸪࣓࢖ージが形ᡂされ

る㐣⛬で⌧れつつある㸪あるいはḧ求表ฟが᏶஢

した後にឤ᝟やឤぬについて重要さをᙉㄪする表

⌧であった。ࠟ自ᕫ㛤♧するࠠは㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺ

のㄒりを⪺いたうえでセラࣆスࢺの⋡直な言ⴥを

ఏえることで㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺのさらなるㄒりやឤ

᝟の㧗まりをಁ進していた。 

 

 ルのᥦ示ࢹࣔ．2

௒ᅇ生ᡂされた主要なカࢦࢸリをもとに㸪ࠕႏ㉳

ẁ㝵ࠖとࠕ表⌧ẁ㝵ࠖにศけて௬ㄝ的に生ᡂされ

たࣔࣝࢹをᥦ♧する。ႏ㉳ẁ㝵では㸪その⤒㐣に

よってձࠕタ定・☜認ࠖղࠕయ㦂が୰᩿している

ሙྜࠖճࠕ反ᑕࠖにศけて࣓࢖ージのႏ㉳ᡭἲの

ᕪ␗をᥦ♧する。 

�）ႏ㉳ẁ㝵̿ࠕタ定・☜認  ࠖ

ᅗ1は㸪ႏ㉳ẁ㝵におけるࠕタ定・☜認ࠖの関

係を♧したࣔࣝࢹᅗである。ࠕタ定・☜認 ሙࠖ㠃で

は㸪ጞめに᫂♧的あるいは㯲♧的にලయ的な心的

外യ⤒㦂のࠟᑐヰのྜពを取るࠠࠟሙ㠃をタ定す

るࠠࠟ年㱋をタ定するࠠによって㸪ࠕ✵の᳔子のᑐ

ヰࠖのㄝ᫂および࣓࢖ージ形ᡂのୗᆅとなる≧ἣ

のᴫ要を定めていた。ࠟሙ㠃をタ定するࠠで༳㇟

的なሙᡤを定めたሙྜに㸪㑅ᢥ的にその᝟ᬒと関

㐃性の㧗いࠟឤぬをᑜࡡるࠠことで᝟ᬒの࣓࢖ー

ジに当時の内的య㦂のឤぬを㈿活さࡏ㸪より実ឤ

をకった㐣ཤの記᠈࣓࢖ージの再ᵓᡂをಁしてい

た。上記3つを༢⊂もしくは⤌ࡏࢃྜࡳて≧ἣを

定めた後には㸪ࠟ୕ே⛠ど点での᝿ീをಁすࠠ教

♧により観ᐹ者ど点で自ᕫീや᝟ᬒの᝿㉳をಁし㸪

さらに࣓ࠟ࢖ージ上のே≀のᥥ෗を指♧ࠠし言ㄒ

化をಁすことによってどぬീを᫂☜化࡬と導いて

いた。一定のලయ的な࣓࢖ージがᾋかࢇだẁ㝵で

ࠟ一ே⛠ど点にษり替えるࠠ教♧をし㸪観ᐹ者ど

点から主観的など点に⛣行することで㸪当時の内

的య㦂にධり㎸ࢇでいけるようにಁす特ᚩが見ら

れた。2 つのど点࣓࢖ージによる教♧は㸪必ࡎし

もࠟ୕ே⛠ど点での᝿ീをಁすࠠЍࠟ一ே⛠ど点

にษり替えるࠠの㡰ᗎで行ࢃれるのではなく㸪直
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๓のࢡラ࢚࢖ンࢺの発言にྜࡏࢃて㑅ᢥされてお

り㸪࣓࢖ージ形ᡂのࠕタ定・☜認ࠖが一定⛬度Ᏻ

定して行ࢃれるまで行きつᡠりつ生㉳していた。

なお㸪࣓ࠟ࢖ージ上のே≀のᥥ෗を指♧ࠠは㸪ࢡ

ラ࢚࢖ンࢺによってⓏሙே≀についての表⌧が༑

ศに行ࢃれているሙྜには省␎されていた。さら

にࠟ一ே⛠のど点にษり替えるࠠで主観的な┠⥺

で当時の≧ἣ࣓࢖ージを⋓得したࢡラ࢚࢖ンࢺに

ᑐしてࠟ㑅ᢥ⫥を᥎ してᥦ♧するࠠことによっ

て㸪当時のẼᣢちや᝟ᬒがᾋかびやすいように࢖

࣓ージႏ㉳を補助し㸪より῝いయ㦂࡬と導くὶれ

が見られた。なお㸪Ⓩሙே≀についてヲ⣽に定め

るࠟ年㱋をタ定するࠠは後㏙するࠕ反ᑕࠖにおけ

るࠟ一⯡化した例とẚ㍑ࠠやࠕ表⌧ẁ㝵ࠖでのࠟ

ージ上のே≀と᥋ゐ指♧ࠠと関㐃し㸪ឤ᝟を࣓࢖

ᙉめることやᑐ㇟の᫂☜化につながっていた。 
�）ႏ㉳ẁ㝵̿ࠕయ㦂が୰᩿しているሙྜ  ࠖ

ᅗ2は㸪ႏ㉳ẁ㝵におけるࠕయ㦂が୰᩿してい

るሙྜࠖのࣔࣝࢹᅗで㸪一定の࣓࢖ージが形ᡂさ

れたもののࢡラ࢚࢖ンࢺから自発的なሙ㠃ᒎ㛤が

見られࡎ㸪ฎ理㐣⛬に一定の⁫りが見られるሙྜ

を指すものとする。Greenberg （1993）は㸪ၥ

題ሙ㠃の㩭᫂な᝿㉳には㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺの่⃭≧

ἣにᑐする内的なࠕẼᣢちࠖの反ᛂと▱ぬしゎ㔘

した≧ἣの性㉁の୧方を㏣య㦂することが重要で㸪

㏣య㦂をಁ進する㝿の᥈⣴の↔点は㸪୧方に同時

に当てࡎに≧ἣの外的なヲ⣽からጞめ㸪内的なẼ

ᣢち࡬と⛣行することがຠᯝ的であるとの指㔪を

♧しており㸪本論でもこのὶれが生㉳していた。 
まࡎ᥈⣴の↔点をၥ題ሙ㠃の≧ἣに当て㸪ࢡラ࢖

࢚ンࢺのㄒりの୰に表れているが᫂言はされてい

ない≧ἣについてࠟ文⬦から≧ἣを᥎ するࠠこ

とでより㩭᫂な᝟ᬒの㈿活を助け㸪心的外യ⤒㦂

のၥ題ሙ㠃≧ἣを共同సᴗで再ᵓ⠏していた。外

的な≧ἣをᵓ⠏した後には内的なẼᣢちに⛣行し

ていたが㸪この時のẼᣢちについては次の2つの

ሙྜが見られ㸪上記同ᵝにࢡラ࢚࢖ンࢺのㄒりの

୰に表れているが᫂言はされていないẼᣢちにつ

いてはࠟ文⬦からẼᣢちを᥎ するࠠことでឤ᝟

を㈿活さࡏていた一方で㸪ㄒりの୰には表れてい

ないሙྜにはࠟẼᣢち・ឤぬをᑜࡡるࠠことで内

容のㄝ᫂を求めていた。内的なẼᣢちとឤぬが㈿

活された直後にはࠟឤぬ・Ẽᣢちにὀពを向ける

よう指♧ࠠする教♧により最大㝈のὀពを向ける

ようㄏ導していた。これは Greenberg （1993）
のឤ᝟やឤぬについてྍ⬟な㝈り༑ศにᡤ有しṇ

☜に㇟ᚩ化するように最大㝈のὀព力を向けるこ

とでሙ㠃ᒎ㛤がಁ進されるとの♧၀を反ᫎしてい

たと考えられる。他に᥈

⣴の㐣⛬で㌑き㸪セラࣆ

スࢺにᑐしてࢡラ࢚࢖ン

⟆がᜍ⦰する⣲振りやࢺ

えに❓するᵝ子が見られ

た㝿にはࠟ進ᤖを⫯定す

るࠠことでࢡラ࢚࢖ンࢺ

を⃭ບし支援していた。 
�）ႏ㉳ẁ㝵̿ࠕ反ᑕ  ࠖ

ႏ㉳ẁ㝵におけるࠕ反ᑕ でࠖは㸪

の言ⴥをそのままࢺン࢚࢖ラࢡࠟ

使うࠠとࠟ言い᥮えࠠが主に見ら

れた。ࢡラ࢚࢖ンࢺのㄒりにὀ┠

すべき言ⴥが見られた㝿はࠟࢡラ
図２．喚起段階における体験が中断している
場合のモデル図

ｌ気持ちを尋ね

る

気持ちに注意を

向けるよう指示

感覚に注意を

向けるよう指示

文脈から状況

を推測する

文脈から気持ち

を推測する

感覚を尋ねる

進捗を肯定

する

図１．喚起段階における設定・確認のモデル図

選択肢を推測

して提示する

年齢を設定

する

イメージ上の人

物の描写を指

示

一人称視点に

切り替える

←

対
話
の
合
意
を
取
る→

感覚を尋ねる場面を設定

する

三人称視点で

の想像を促す



 Ọ⏣ ዉὠᏘ㸸心理⒪ἲሙ㠃における࣓࢖ージయ㦂をႏ㉳・ಁ進するセラࣆスࢺのࣟࣉ࢔ーࢳᡭἲの検討 31
 

࢖ラࢡの言ⴥをそのまま使うࠠことで㸪ࢺン࢚࢖

࢚ンࢺにㄝ᫂を求めることやセラࣆスࢡ̿ࢺラ࢖

࢚ンࢺ間でὀពを共有し㸪共同᥈⣴するという姿

勢にᐤ୚していた。ࠟ言い᥮えࠠでは㸪⌧在形㸪

࣓タファーや༳㇟的な言ⴥの฼⏝が見られた。⌧

在形について͆ࢡラ࢚࢖ンࢺの㐣ཤ形でのㄒりを

⌧在形でㄒり直すことは㸪そのฟ来事を生き生き

と࿧び㉳こす（Greenberg et al., 1993）͇ との♧

၀をពᅗし฼⏝していた。一方㸪ある₍↛とした

ㄒりについて࣓タファーや༳㇟的な言ⴥによって

ṇ☜に置き᥮えることについては㸪͆ࢡラ࢚࢖ンࢺ

はࠕこれこそが自ศがឤࡌているẼᣢちだࠖとい

うᙉい☜ಙと㸪セラࣆスࢺに受けṆめられたとい

うẼᣢちをもたらし㸪ᅔ㞴なၥ題に㊊を㋃ࡳධれ

より῝い᥈⣴を進めることができる（Greenberg 
et al., 1993）͇ との♧၀を反ᫎしていたと考えら

れる。ࠟ一⯡化した例とẚ㍑するࠠでは㸪๓㏙し

たࠕタ定・☜認ࠖのࠟ年㱋をタ定するࠠで得られ

た͆年㱋͇や他の属性にὀ┠して一⯡例とẚ㍑す

ることで㸪ឤ᝟をᙉめることにᐤ୚していた。 
�）表⌧ẁ㝵のᴫ要 

ᅗ 3 は㸪表⌧ẁ㝵の関係を♧したࣔࣝࢹᅗで㸪

㐣ཤに表⌧できࡎにいたឤ᝟とそのもととなるḧ

求の表ฟと⫯定が┠指される。最ึに㸪ࠕタ定・☜

認ࠖのࠟ年㱋をタ定するࠠで☜認した年㱋の᝟ሗ

を使って㸪㸺ۑṓの㸼のようにⓏሙே≀の特ᚩに

ついて言ཬしたうえで㸺ே≀（重要な他者か当時

の自ศ）を見てもらえますか㸼のように࣓ࠟ࢖ー

ジ上のே≀と᥋ゐを指♧ࠠのうち͆═める͇よう

教♧した後࣓ࠟ࢖ージ上のே≀のᥥ෗を指♧ࠠす

ることによって言ㄒ化をಁしどぬീを᫂☜化しಖ

ᣢされたẁ㝵で㸪そのே≀に͆ヰしかける͇よう

に࣓ࠟ࢖ージ上のே≀に᥋ゐを指♧ࠠする㐣⛬が

観ᐹされた。年㱋についての言ཬや࣓ࠟ࢖ージ上

のᥥ෗を指♧ࠠは㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺが自発的にே≀

の特ᚩについて༑ศに言ཬしているሙྜはᩒえて

行ࢃれࡎ省␎されていた。次⠇では㸪ࠕ表⌧ẁ㝵ࠖ

にてᥦ♧したࣔࣝࢹについて͆ヰしかける͇教♧

以㝆でḧ求表ฟ相ᡭがࠕ重要な他者ࠖとࠕ当時の

自ศࠖの࣓࢖ージのႏ㉳ᡭἲの⤒㐣のᕪ␗につい

て主にࠟࢡラ࢚࢖ンࢺの言ⴥをそのまま使うࠠに

╔┠し記㏙する。 
�）表⌧ẁ㝵̿ࠕ重要な他者  ࠖ

重要な他者ࠖ᮲件では㸪一⯡に心的外യ⤒㦂ࠕ

の加ᐖ者で͆ᝏい他者͇とされるࠕ重要な他者ࠖ

と向けられながらもそれまでᢚไされていたឤ࡬

᝟を✚ᴟ的に表し᏶஢時には‶たされなかったḧ

求のᏑ在を認めるというὶれが観ᐹされ㸪この㐣

⛬でのࠟࢡラ࢚࢖ンࢺの言ⴥをそのまま使うࠠは

られるようにࡏがຠᯝ的に᝿いを発ࢺン࢚࢖ラࢡ

補助する発ヰのᡭがかりとしてᶵ⬟していた。ල

య的には㸪㸺（他者）にᑐし言ってもらえますか。

はっきりとࡡ㸼とᙉいཱྀㄪでឤ᝟を表ฟするよう

教♧し㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺがឤᴟまりࠕおẕさࢇと一

⥴にいれなくて本当に㎞かった。ࠖのような͆ ௒ま

で一度も表⌧できていなかったẼᣢち͇にようや

く㏆࡙いていくᒁ㠃で㸪㸺㎞さについて㸪もっと

言ってもらえます㸽ࡎーっと言えなかったことで

すよࡡ。㸼のようにㄒりの୰から新たに表ฟした

ὀ┠すべき言ⴥを指定してᘬ⏝し㸪あたかも͆⯙

ྎ┘╩͇のようにឤ᝟やḧ求表ฟの

発ヰのᡭがかりとしてฟすことで㸪

฿の㐣⛬を支援し┠ᶆࢺン࢚࢖ラࢡ

㐩࡬導く発ヰとしてᶵ⬟していた。

ここでの┠ᶆ฿㐩は㸪相ᡭに向かっ

てẼᣢちをฟしษることに重きが置

かれ㸪新たな᝿いが表ฟする度に㣬

࿴≧ែとなるまで⧞り返し⥆けられ図３．表現段階におけるモデル図
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ていた。 
�）表⌧ẁ㝵̿ࠕ当時の自ศ  ࠖ

⌧がࢺン࢚࢖ラࢡ当時の自ศࠖのሙྜでは㸪ࠕ

在の大ேの立ሙから㐣ཤの自ศの心᝟を͆理ゎし

てあげる͇ことを୰心とした援助のࣟーࣝࣉレ࢖

をᒎ㛤し㸪この㐣⛬でࠟࢡラ࢚࢖ンࢺの言ⴥをそ

のまま使うࠠは㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺが๰り上げる͆援

助する他者ീ͇の࣓࢖ージに力ῧえするᶵ⬟をᯝ

たしていた。ලయ的には㸪⌧在の自ศの立ሙから

㸺（当時の）自ศになࢇて言ってあげたいですか。

どうしてあげたいですか。㸼を඾ᆺとした教♧で㸪

当時の自㌟の࣓࢖ージが͆大୔ኵ͇とᛮえるよう

な援助の方ἲについてのὝᐹをಁし㸪ࢡラ࢚࢖ン

ᛧくないよって心配ないよって教えてあࠕからࢺ

げたい。ࠖを඾ᆺとしたලయ的な援助方㔪が表ฟし

たことを受けて㸺うࢇ㸪ᛧくない。心配ない。㸼

のようにࠟࢡラ࢚࢖ンࢺの言ⴥをそのまま使うࠠ

ことで㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺの๰り上げた͆援助する他

者ീ͇の役๭の一➃を担い࣓࢖ージ形ᡂの補᏶を

していた。一方㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺはセラࣆスࢺを፹

௓することによって͆当時の自ศ͇として心的外

യ⤒㦂時に最も必要としていた言ⴥを受け取り㸪

ḧ求を充㊊さࡏるయ㦂をしていた。ここでࠕ重要

な他者ࠖでは㸪心的外യ⤒㦂に῝く関୚する他者

にᑐし͆共㜚する同ᚿ͇のように᝿いをฟしษる

ことをಁすᙉいཱྀㄪでの発ヰであったのにᑐし㸪

当時の自ศࠖでは㸪当時の自ศを͆理ゎしてあࠕ

げる他者͇としてඃしくㄒり᥃けるཱྀㄪで㸪ࢡラ

自ら行う͆援助͇のሙ㠃ᒎ㛤のὶれをኚࢺン࢚࢖

えないように✜やかに助ける反ᛂとして使ࢃれて

いた。 
その他の特ᚩとして㸪援助の教♧をする㝿にࢡ

ラ࢚࢖ンࢺにとって理᝿的な援助者の例を㸺なࢇ

かఏえてもらえます㸽͆ඃしいඛ生͇になっても

いいですし。㸼 のようにᥦ♧することでឤ᝟のႏ

㉳を㧗め㸪援助ሙ㠃࡬のἐධをಁす㝿に有⏝であ

った。さらに㸪同ࡌく援助のࣟーࣝࣉレ࢖を指♧

する㝿に㸺一⥴にいることをឤࡌてもらえます㸽

㸼を඾ᆺ例としたࠟឤぬにὀពを向けるよう指♧

ࠠを行い͆Ꮩ⊂を一ேで⪏えてきた͇との自ᕫ࢖

࣓ージをᣢつࢡラ࢚࢖ンࢺにᑐし͆他者とのつな

がり͇のឤぬを༑ศに認㆑さࡏ㸪その記᠈のᡤ有

を指♧していた。以上の特ᚩからࠕ当時の自ศࠖ

ではࢡラ࢚࢖ンࢺは当時の自㌟が求めていた言ⴥ

を㸪セラࣆスࢺを፹௓して受け取り͆新たなᑐே

関係のయ㦂を記᠈⑞㊧に้ࡳ㎸͇ࡴことで再スࢺ

ーリー化に導くࣟࣉセスがあったと考えられる。 
 
ϫ ⥲ྜ⪃ᐹ 

本論では㸪ࠕ✵の᳔子のᑐヰ のࠖ㠃᥋記㘓をᑐ㇟

として㸪セラࣆスࢺが࣓࢖ージయ㦂࡬と導くႏ㉳

ᡭἲのうち発ヰについて特ᚩのศ㢮・㢮ᆺ化する

ことで᫂らかにすることを┠的とした。 
 
1．㐣ཤのグ᠈の㏣体験ࢆᑟくႏ㉳のᇶⅬ 

㐣ཤの記᠈࣓࢖ージは㸪主に᝿㉳ど点のᴫᛕで

ある͆ 一ே⛠ど点と୕ே⛠ど点（͇Nigro & Neisser㸪
1983）による教♧を㍈にႏ㉳されていた。ᒾቨ

（2010）は㸪ឤ᝟をႏ㉳したሙ㠃についてス࣏ー

のカࣝࢢン࢔を␗なる࢖レࣉの重要なሙ㠃のリࢶ

࣓ラでᫎしฟすようにࡺっくりとఱ度か振り返る

௓ධはその▐間の実ឤをᙉめ㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺのឤ

᝟のẼ࡙きを㧗めるとしており㸪2 つの᝿㉳ど点

を฼⏝した教♧による᝿㉳はこの♧၀と一⮴して

いる。従来㸪心理臨床の⌧ሙで୕ே⛠ど点は㸪ឤ

᝟や➽ឤぬなどをకࡎࢃどぬのࡳでᵓᡂされる性

㉁から㍍ࡌࢇられてきた。そもそも一⯡にேは自

㌟のどぬീを見ないため㸪࣓࢖ージႏ㉳をする㝿

に୕ே⛠ど点による᝿㉳をಁす必要性はஈしいよ

うにもឤࡌられるが㸪自ᕫをᩒえてどぬ化さࡏる

ことで認▱のኚ容をಁすとの考え（ᑎᓮ・⛅ᒣ㸪

1995）や自ᕫኚ化の認▱࡬のᙳ㡪（Libby et al., 
2005）が♧၀されており㸪௒後そのຠᯝについて

再検討される必要がある。また㸪本論の研✲ᑐ㇟

のセラࣆスࢺは㸪2 つのど点࣓࢖ージの㑅ᢥにつ

いて（1）直๓のࢡラ࢚࢖ンࢺの発言にྜࡏࢃて
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そのど点と一⮴するど点を直後に使っていたもの

の㸪（2）ᇶ本的には୕ே⛠ど点での᝿ീをಁして

から一ே⛠ど点にษり替えるように当時のど点࡬

と⛣行する一㐃のὶれのᯟ⤌ࡳがあると認められ

た。࣓࢖ージのႏ㉳においてこの生ᡂされた2つ

のど点に関する௬ㄝࣔࣝࢹの有ຠ性について௒後

検討する必要がある。 
 
2．感᝟のႏ㉳と࣓࢖ージの㈿活および保ᣢ 

本論の඲యを㏻して㸪EFT のᇶ本理ᛕである㸪

ឤ᝟య㦂をಁすことやឤ᝟をᙉめる᧯సが多く実

㊶されていた点も特ᚩ的であった。まࡎ㸪Ẽᣢち

やឤぬについてその内容をᑜࡡたり㸪ὀពを向け

る教♧を行うことは㸪่⃭͆から┠を⫼けࡎに向き

ྜ う こ と を ྍ ⬟ に す る （ Foa,Hembree, 
&Rothbaum,2007）͇ との♧၀を反ᫎし実㊶して

いたものと考えられるが㸪この♧၀は㸪ឤ᝟のႏ

㉳と࣓࢖ージの㈿活およびಖᣢの関係性を考える

うえで大きな指㔪となっていたྍ⬟性がある。 
例えࡤ㸪一定の࣓࢖ージが㈿活された後にሙ㠃

ᒎ㛤をಁ進するためのዎᶵとして㸪࠙᥎  やࠟ言ࠚ

い᥮えࠠが⏝いられていた。Lifton & Olson
（1976）は㸪࣓࢖ージにはಶேᕪがあり㸪大きな

外യయ㦂を⤒るとឤぬがኻࢃれたようになり࣓࢖

ージも㈋ᅔになると言ཬしており㸪௬ㄝや่⃭を

୚えるという観点から࠙᥎ ࠚのᥦ♧やࠟ言い᥮

えࠠは㸪ၥ題ሙ㠃を共同で再ᵓ⠏する㝿に有⏝で

あったと考えられる。しかしながら㸪再ᵓ⠏のഃ

㠃に加えて㸪⤖ᯝとして得られる͆┿に理ゎされ

た͇とのឤぬや͆これこそが自ศがឤࡌているẼ

ᣢちだ͇とのᙉい☜ಙに代表されるような㸪自㌟

のయ㦂にᑐするẼ࡙きとそれにకうឤ᝟ႏ㉳も観

ᐹされており㸪こうした͆自㌟のయ㦂をṇ☜に理

ゎできた と͇の発見にకう生き生きとしたឤ᝟が㸪

ᅔ㞴な心的外യ記᠈の࣓࢖ージの㈿活やಖᣢを容

᫆にするようస⏝していたように考えられる。 
さらにឤ᝟をᙉめる᧯సも同ᵝに㸪心的外യ⤒

㦂に向きྜうことをಁ進し࣓࢖ージの形ᡂやಖᣢ

にᙳ㡪をཬࡰすྍ⬟性がある。このព࿡で㸪Ⓩሙ

ே≀のࠟ年㱋をタ定ࠠし㸪㠃᥋のࣟࣉセスの୰で

年㱋について言ཬすることやࠟ一⯡化した例とẚ

㍑することࠠおよび㸪ࠕ表⌧ẁ㝵 にࠖおける͆ 理᝿

的な援助者͇の例をᥦ♧することをጞめとしたឤ

᝟をᙉめる᧯సは㸪より῝い࣓࢖ージのἐධయ㦂

   。と導くྍ⬟性があり㸪ヲ⣽な検討が必要である࡬
 

表現ẁ㝵ࠕるࢃージの᧯సに㛵࣓࢖．3  ࠖ

表⌧ẁ㝵ࠖにおいてࠕるࢃージの᧯సに関࣓࢖

は㸪࣓࢖ージ上のே≀を═めたうえでその特ᚩの

ᥥ෗を求め㸪ᢚไしてきたឤ᝟やそのもととなる

ḧ求表ฟを行うという一㐃のὶれが観ᐹされた。

ここで㸪ḧ求表ฟの相ᡭについてࠕ重要な他者ࠖ

のሙྜでは㸪᝿ീした他者にᑐし㸪͆௒まで一度も

表⌧できなかった͇ᢚไされていたẼᣢちをࢡラ

がຠᯝ的に表⌧できるようなሙ㠃ᒎ㛤をࢺン࢚࢖

支援し㸪表ฟする᝿いをฟしᑾくすことを┠ᶆ฿

㐩とし重どしていたが㸪ࠕ当時の自ศ のࠖሙྜでは㸪

⌧在の大ேの立ሙから㐣ཤの自㌟の心᝟を͆理ゎ

してあげる͇ことを୰心とした援助のࣟーࣝࣉレ

がࢺン࢚࢖ラࢡはࢺスࣆをᒎ㛤する୰で㸪セラ࢖

๰り上げた͆理ゎしてあげる他者ീ͇としての一

➃を担い㸪ࢡラ࢚࢖ンࢺはῬᮃしていた言ⴥを㸪

セラࣆスࢺを௓して受け取ることで記᠈のព࿡࡙

けがኚ化するという再スࢺーリー化が実⌧されて

いた。なかでも㸪ࠕ当時の自ศ ᮲ࠖ件ではཧ↷ᯟと

して⏝いた IRSとの㏆ఝが☜認された。௒ᅇのᑐ

㇟ሙ㠃の἞⒪㐣⛬は3つのフ࢙ーࢬにศかれ㸪➨

1 フ࢙ーࢬで㸪⌧在のど点から心的外യయ㦂当時

の自ᕫീを᝿㉳さࡏ㸪➨2フ࢙ーࢬでは当時の自

ศのど点で⤒㦂をㄒり㸪➨3フ࢙ーࢬでは㸪再度

⌧在の自ศにᡠし㸪当時の自㌟の࣓࢖ージを援助

する方ἲを考え㸪実㝿にࣟーࣝࣉレ࢖を行うとい

うὶれが見られた。IRSでは記᠈᝿㉳にᅔ㞴があ

るሙྜ㸪自㌟を援助してくれる者➼をⓏሙさࡏる

特ᚩをᣢっていたが（Arntz et al., 2013）㸪本例の

ሙྜでは㸪ḧ求表ฟሙ㠃でឤ᝟をᙉめる┠的とし
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て㸪援助者の例をᥦ♧する᧯సが行ࢃれており㸪

より援助ሙ㠃に観ධできるようࢡラ࢚࢖ンࢺを導

く㝿に有⏝であったと考えられる。 
 
4．本研究の限界と課題 

本論の㝈⏺として㸪࣓࢖ージを፹యとした㠃᥋

ᢏἲとしてࠕ✵の᳔子のᑐヰ のࠖሙ㠃を⏝いたが㸪

ศᯒᑐ㇟としたሙ㠃がࠕ当時の自ศࠖに೫りが見

られており༑ศに検討できたとは言えない。また㸪

心理㠃᥋は㸪㠀言ㄒ的・言ㄒ的な่⃭をྵࢇだ⥲

ྜ的なయ㦂であり㸪㠀言ㄒ的な่⃭について言ཬ

できなかった点で༑ศに検討できたとは言えない。

௒後本論でᥦ♧された௬ㄝࣔࣝࢹもྵめ再検討し

ていきたいと考える。 
 
㸺௜グ㸼本✏は㸪ᖹᡂ30 年度おⲔのỈዪ子大学発㐩臨

床心理学ࢥース修士論文を大ᖜに修ṇ加➹したもので

ある。ご指導を㈷りましたᒾቨⱱ教ᤵにཌくᚚ♩⏦し上

げます。本研✲ࢹータは㸪⛉学研✲㈝補助㔠による研✲

の心理⒪ἲ的௓࡬ᅔ㞴なឤ᝟య㦂とឤ᝟ㄪ整のၥ題ࠕ

ධのຠᯝ ᇶࠖ┙研✲�&�（課題␒号���������）ཬび（課

題␒号��������᜝のၥ題にᑐする㝧性ឤ᝟理論からࠕ（

の心理⒪ἲ的௓ධの㛤発とຠᯝの検討 （ࠖ研✲代表者

名㸸ᒾቨⱱ）の研✲ࢹータを使⏝さࡏて㡬いた。 

㸺ㅰ㎡㸼本✏のᇳ➹にあたりご指導いただきました㸪▼

୸ᚄ一㑻෸教ᤵにཌくᚚ♩⏦し上げます。 
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